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本学は、文明開化発祥の地、横浜でグローバル化を先導する大学として、大学憲章に国際性を

掲げるとともに「横浜国立大学国際戦略」を策定し、更なる国際化を推進している。 

  「国際戦略」では、留学生・外国人研究者の受入体制の充実を掲げており、その一環として

留学生や外国人研究者が生活する上で解決が必要となる住居施設を充実させた。 

 新施設は「YNU 大岡インターナショナルレジデンス」。７月末に完成し、竣工式を実施す

る。大学の自己負担なく民間資金により大規模な宿舎を整備・運営する新たな手法(横浜国大

方式)は全国初の事例であり、文部科学省をはじめ、全国の大学関係者等からの問合せ・視察

が相次いでいる。政府が掲げる留学生３０万人計画の実現に向け、多くの大学の共通課題であ

る留学生等の宿舎整備における革新的な全国モデルとして注目を集めている。 

※事業実施民間事業者は，積和不動産株式会社 

■竣工式の開催について■ 
(1)日時：平成２２年８月３１日（火）午後５時より       

  (2)場所：YNU 大岡インターナショナルレジデンス  １階 カルチャーホール         

             横浜市南区大岡２丁目３１番２号                    

 
■施設の概要■ 

(1)構造規模等：RC6，延べ床面積 8,476.83 ㎡ 

  (2)部屋数：留学生用 252 室，外国人研究者用 23 室，教職員用 36 室 

 

【完成した YNU 大岡インターナショナルレジデンスの写真】 

外観（北側） 外国人研究者用住居 


